
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

　

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。

　

参
加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
7
月
8
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

※�

8
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学

的
と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に

つ
い
て
の
実
演

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗�

氏

最
近
は
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
が
広

く
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
日
本
の

高
齢
者
の
多
く
は
い
つ
ま
で
も
健
康
で

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
、
九
月
研
究

　

集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
オ
ー
ブ
と
念
写
の
講
演
討
論
会
報
告

◎
平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
一
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
一
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
構
成
要
素
の

　

検
討（
1
）

◎
サ
イ
現
象
と
脳
波（
2
）

長
生
き
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

人
生
50
年
と
言
わ
れ
た
時
代
は
、
も

う
遙
か
彼
方
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
在
で
は
平
均
寿
命
が
90
歳
に
な
る
な

ん
て
こ
と
が
、
現
実
に
な
ら
ん
と
す
る

こ
と
も
夢
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
国
民
の
全
員
が
健
康
寿
命

で
い
ら
れ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は

な
く
老
若
男
女
と
も
に
、「
腰
が
痛
い
、

心
臓
が
悪
い
、
血
圧
が
高
い
、
糖
尿
病

で
病
院
に
通
院
し
て
い
る
」
と
苦
し
み
、
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ま
た
ガ
ン
治
療
薬
に
よ
る
副
作
用
で
苦

し
ん
で
お
ら
れ
る
の
も
現
実
で
す
。

ま
た
、
あ
る
程
度
肉
体
は
健
康
な
の

に
、
高
齢
者
ば
か
り
で
は
な
く
若
齢
で

も
認
知
症
が
進
み
、
家
族
の
方
の
介
護

が
大
変
だ
と
い
う
話
と
か
、
霊
に
憑
依

さ
れ
精
神
的
に
悩
む
と
か
の
話
も
聞
き

ま
す
。
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
昔
と

比
較
す
る
と
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら

に
医
療
の
進
歩
に
よ
り
寿
命
が
延
び
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
膝
を
さ
す
り
な

が
ら
、
欲
し
い
も
の
も
喫
食
で
き
ず
カ

ロ
リ
ー
計
算
を
し
な
が
ら
の
生
活
で
は

悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
あ
る
程
度
健
康
で
長
生
き
を

す
る
方
法
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

探
っ
て
い
き
ま
す
と
、
健
康
雑
誌
は
書

店
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、「
こ
う
す
れ

ば
痛
み
を
改
善
す
る
」と
か「
若
々
し
く

な
れ
る
」、
ま
た「
霊
的
現
象
が
原
因
の

病
気
は
こ
れ
だ
」
等
々
あ
ふ
れ
ん
ば
か

り
の
情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
幾
つ
か
の
方
法
、
改
善
策
が
見
い
だ

せ
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ど
う
す
れ
ば
健
康
を
保
持

で
き
る
の
か
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
と
、

「
心
霊
的
に
見
た
体
調
不
良
」、
そ
し
て

ロ
シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か

ら
の
一
定
の
周
波
数
に
よ
り
、
脳
か
ら

筋
肉
、
骨
、
血
管
、
血
液
、
染
色
体
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
ま
で
の
全
身
約
6
0
0

カ
所
の
リ
サ
ー
チ
を
お
こ
な
い
、
利
用

者
の
不
調
の
原
因
が
ど
こ
か
ら
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
未
病
の
段
階
で
健
康
上

の
問
題
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
機
器
で
あ

る「
S
W
Ⅱ
」
の
実
演
か
ら
、「
健
康
」

に
つ
い
て
考
え
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
、

本
来
の
体
調
の
維
持
管
理
が
図
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
石
川
允
朗
氏
は
、
ロ
シ
ア
の
す
ご
い

健
康
関
連
機
器
で
あ
る
「
S
W
Ⅱ
」
の

研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
、
今
回
の
講
演

で
何
人
か
の
測
定
も
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
石
川
允
朗
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

獣
医
師
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
卒

業
。
昭
和
22
年
香
川
県
出
身
、
千
葉
市

在
住
。
川
崎
市
で
動
物
病
院
に
勤
務
し

た
後
、
宮
城
県
で
動
物
の
診
療
を
行
っ

た
。
そ
の
後
公
務
員
と
し
て
勤
め
る
傍

ら
、
心
霊
科
学
等
の
研
究
を
始
め
、
前

公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
監

事
就
任
。
公
務
員
職
退
職
後
、
動
物
病

院
で
の
診
療
の
後
、
現
在
財
団
法
人
I

学
園
の
講
師
と
食
品
の
衛
生
指
導
講
師

の
職
に
就
い
て
い
る
。

現
在
、
サ
イ
科
学
会
幹
事
で
も
あ
る
。

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
一
千
円
也　

匿　
　

名　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
15
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ

ー
マ
「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?

A
I
［
人
工
知
能
］
vs�

P
S
I
［
サ
イ

能
力
］）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で

に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
6
」
末
頁
の
「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

金
山
巨
石
群
の
『
縄
文
』
太
陽

観
測
ガ
イ
ド

　
　
　
　

講
師　

徳
田　

紫
穂�

氏

日
時　

平
成
29
年
7
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
汚
染
か
ら
命
を
守
る

最
強
の
知
恵

―
最
新
最
強
の
健
康
情
報
―

　
　
　
　

講
師　

阿
部　

一
理�

氏

日
時　

平
成
29
年
9
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

　
　
　

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
29
年
7
月
30
日（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員�

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）�

　
　
　

一
般�

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

研
究
・
講
演
会
報
告

オ
ー
ブ
と
念
写
の
講
演
・
討
論
会

報
告

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

茂
美

2
0
1
7
年
5
月
20
日（
財
）
福
来

心
理
学
研
究
所（
仙
台
）と
、
5
月
28
日

（
神
社
、
飛
田
洋
子
先
生
）（
福
島
、
三

春
町
）で
開
催
さ
れ
た
。
講
演
者
は
佐
々

木
名
誉
会
長
、前
者
に
は
約
十
数
名（
福

来
心
理
研
会
員
）、
後
者
に
は
約
30
名

（
イ
ン
テ
グ
ラ
ル
・
ヘ
ル
ス
、
宮
沢
賢
治
、

の
会
員
）
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
念
写

と
オ
ー
ブ
は
意
識
と
物
質
に
関
連
し
た

課
題（
マ
ク
ロ
P
K
）で
あ
り
、
内
容
的

に
は
同
一
で
あ
る
。
人
と
し
て
の
尊
厳
、

信
仰
心
や
死
後
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に

考
え
た
ら
良
い
か
、
が
問
わ
れ
て
い
た

と
判
断
。

念
写
に
は
再
現
性
が
あ
り
、
練
習
す

れ
ば
ほ
ぼ
90
%
以
上
の
確
率
で
、
普
通

人
で
も
実
験
が
可
能
で
あ
る
。
オ
ー
ブ

の
説
明
は
可
能
で
あ
る
が
、
実
証
は
今

後
の
問
題
。
A
I（
人
工
知
能
）や
情
報

処
理
が
進
歩
し
て
、
人
の
心（
意
識
）や

妖
怪
を
、
物
質
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と

が
計
画
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
人
の
意
識（
心
）
の
存
在
を
、

科
学
的
に
実
証
す
る
事
が
、
今
求
め
ら

れ
て
い
る
様
子
。
2
～
3
時
間
の
講
演

と
、
そ
の
間
に
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
真
オ
ー
ブ
と
偽
オ
ー

ブ
、
動
オ
ー
ブ
と
手
ブ
レ
、
オ
ー
ブ
と

星
、
ス
カ
ラ
ー
波
と
オ
ー
ブ
の
関
係
、

な
ど
。
な
お
、
J
R
の
ロ
ー
カ
ル
線
は

ワ
ン
マ
ン
運
転
で
、
乗
る
時
は
各
車
両



の
戸
ボ
タ
ン
を
押
し
て
開
け
て
入
る
が
、

降
り
る
時
は
、
先
頭
の
運
転
者
の
い
る

出
口
だ
け
が
開
く
様
に
な
っ
て
い
る
。

通
過
駅
は
注
意
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

ま
た
通
勤
時
間
以
外
は
、
運
転
本
数
が

極
端
に
少
な
い
、
こ
と
に
注
意
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い

て
、
波
動
的
、
物
質
的
視
点
か

ら
考
え
る

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

佳
胤�

氏

�

（
あ
き
や
ま�

よ
し
た
ね�

氏
）

◎
秋
山
佳
胤
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
9
2
年
東
京
工
業
大
学
理
学
部
情

報
科
学
科
卒
業
。
1
9
9
8
年
弁
護
士

登
録（
東
京
弁
護
士
会
）、
2
0
0
8
年

ロ
ー
タ
ス
法
律
特
許
事
務
所
設
立
。
知

的
財
産
権
を
専
門
と
す
る
。
2
0
1
2

年
医
学
博
士
号（
代
替
医
療
）取
得
。

日
本
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学
協
会（
J
P

H
M
A
）・
英
国
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
医
学

協
会（
H
M
A
）認
定
ホ
メ
オ
パ
ス
。

2
0
1
1
、
2
0
1
2
年
熱
帯
雨
林
保

護
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
ア
マ
ゾ
ン
を
訪
問
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
参
加
、
熱
帯
雨
林
保
護

を
目
的
と
す
る
N
G
O
グ
リ
ー
ン
ハ
ー

ト
理
事
。
2
0
1
2
、
2
0
1
3
年
、
平

和
使
節
団
と
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス

ラ
エ
ル
訪
問
。
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
歴

約
30
年「
ロ
ー
タ
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
と
し
て

提
供
。（
社
）
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
協
会

理
事
、
ラ
イ
ア
ー
奏
者
。

著
書
に『
誰
と
も
争
わ
な
い
生
き
方
』

「
不
食
と
い
う
生
き
方
」（
幻
冬
舎
）、

「
秋
山
佳
胤
の
い
い
か
げ
ん
人
生
術
」

（
エ
ム
エ
ム
・
ブ
ッ
ク
ス
）な
ど
が
あ
る
。

日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
今
回
お
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
創
立
者
の
関
英
男

先
生
が
東
工
大
の
大
先
輩
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
う
い
う
こ
と
で
私
も
こ
こ
で
ご

縁
が
あ
っ
た
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
と
い
う
の
は
、「
思
わ

ず
議
論
せ
ず
」
と
書
い
て
、「
不
思
議
」

な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
何
か
頭
で
理
解

し
よ
う
と
い
う
試
み
や
、
論
理
的
に
理

解
し
よ
う
、
ま
た
そ
れ
を
組
み
立
て
よ

う
と
い
う
試
み
は
、
私
は
科
学
的
な
観

点
と
し
て
、
と
て
も
大
切
だ
と
は
思
う

の
で
す
が
、
や
は
り
眼
で
見
え
な
い
も

の
、
論
理
で
ま
だ
説
明
で
き
な
い
も
の
、

こ
う
い
う
も
の
も
世
の
中
に
は
あ
る
と

思
う
の
で
す
ね
。
私
達
の
命
そ
の
も
の

が
い
ま
だ
か
つ
て
、
科
学
で
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
、
で
も
私
達
が

命
を
い
た
だ
い
て
生
き
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
が
な
い
こ
と
な
の
で
す
ね
。

間
違
い
が
な
い
こ
と
を
、
す
な
わ
ち

こ
れ
を
真
実
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
論
理
的
に
説

明
で
き
な
い
、
科
学
で
は
創
り
出
せ
な

い
、
で
も
在
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
あ
ま
り
議
論
せ
ず
、
ま
た

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
過
ぎ
な
く
て

も
、
在
る
の
で
す
。

私
達
が
在
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

在
る
こ
と
は
在
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ

れ
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
見
て
み
ま
し

ょ
う
、
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し
た
。

今
日
、
始
め
に
皆
様
に
コ
ー
ヒ
ー
を

提
供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
大
学

時
代
に
コ
ー
ヒ
ー
に
出
会
い
ま
し
て
、

そ
こ
か
ら
豆
を
焼
き
始
め
て
、
気
づ
い

た
ら
、
も
う
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

も
う
本
当
に
趣
味
で
や
っ
て
い
る
だ
け

な
の
で
す
が
、
30
年
や
っ
て
い
ま
す
と
、

豆
を
選
ぶ
の
も
無
心
で
選
ん
で
い
ま
す
。

あ
え
て
言
葉
で
説
明
す
る
な
ら
ば
、

美
し
い
か
ど
う
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

豆
が
少
し
で
も
割
れ
て
い
た
り
、
虫
の

穴
が
空
い
て
い
た
り
、
持
っ
た
感
覚
で

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、

は
じ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
と
い
う
の
は

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
と
い
う
の
は
、
一
粒

一
粒
の
豆
の
味
の
総
和
で
し
て
、
一
粒

ま
ず
い
豆
が
入
っ
て
し
ま
う
と
、
一
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
が
台
無
し
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
な
コ
ー
ヒ
ー
と
の
関
わ
り

と
い
う
の
も
、
私
に
と
っ
て
は
個
人
的

な
楽
し
み
な
の
で
す
が
、
こ
の
コ
ー
ヒ

ー
を
き
っ
か
け
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ

ス
ラ
エ
ル
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
大
使
と
イ

ス
ラ
エ
ル
大
使
の
共
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
、
山
本
学
校
の
山
本
さ
ん
と
い
う
素

晴
ら
し
い
方
の
ご
尽
力
で
実
現
し
ま
し

て
、
そ
の
と
き
に
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て

下
さ
い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
ね
。
そ
の

共
同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
き
っ
か
け
で
、

「
パ
レ
ス
チ
ナ
5
日
間
、
イ
ス
ラ
エ
ル

5
日
間
の
平
和
の
旅
」
が
企
画
さ
れ
、

私
も
使
節
団
の
一
員
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

日
本
か
ら
平
和
の
使
節
団
が
来
た
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
大
臣

ク
ラ
ス
に
も
会
え
ま
し
た
し
、
こ
れ
ま

で
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
3
回

行
っ
て
お
り
ま
し
て
、
3
回
目
の
と
き

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
ア
ッ
バ
ー
ス
大

統
領
が
会
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

我
達
日
本
と
い
う
国
は
、
実
は
世
界

● ❹●



で
最
も
古
い
国
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で

す
ね
。
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
、
今
年

で
2
6
7
7
年
目
に
な
り
ま
し
ょ
う
し
、

国
の
同
一
性
が
変
わ
ら
ず
に
こ
れ
ま
で

続
い
て
い
る
国
は
世
界
を
探
し
て
も
無

い
の
で
す
ね
。
し
か
も
今
の
国
が
国
譲

り
の
神
話
で
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ま

す
と
、
平
和
的
に
成
立
し
て
い
る
の
で

す
。実

は
世
界
史
で
国
家
の
成
立
を
見
ま

す
と
、
例
外
な
く
、
争
い
が
あ
っ
て
、

前
の
国
を
滅
ぼ
し
て
新
し
い
国
を
建
て

て
い
る
の
で
す
ね
。
で
も
今
の
日
本
だ

け
が
唯
一
平
和
的
に
成
立
し
て
い
ま
す
。

平
和
的
に
成
立
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

国
際
社
会
に
お
い
て
、
平
和
を
述
べ
る

立
場
に
あ
る
の
で
す
。

憲
法
と
い
う
も
の
も
今
い
ろ
い
ろ
議

論
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
司
法

試
験
を
受
け
る
と
き
に
始
め
て
、
憲
法

を
学
び
ま
し
た
。
小
学
校
で
も
憲
法
に

つ
い
て
、
さ
わ
り
は
や
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
な
ぜ
憲
法
と
い
う
も
の
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
存
在
理
由
に
つ
い
て

は
何
も
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。

そ
れ
は
後
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
憲
法
と
い
う
も
の
は
、
国

家
権
力
に
と
っ
て
一
番
都
合
の
悪
い
法

だ
か
ら
で
す
。
憲
法
と
い
う
も
の
は
、

簡
単
に
述
べ
る
と
、
国
家
権
力
を
縛
っ

て
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
て
、
そ
の
国

家
権
力
の
乱
用
か
ら
、
国
民
の
人
権
や

権
利
を
守
る
た
め
の
法
な
の
で
す
。

今
憲
法
改
正
の
問
題
が
出
て
お
り
ま

す
が
、
国
の
方
か
ら
変
え
た
い
と
い
う

の
は
危
な
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
国
に
と
っ
て
一
番
都

合
の
悪
い
も
の
だ
か
ら
で
す
。
憲
法
を

変
え
る
こ
と
自
体
は
、
私
達
主
権
者
の

自
由
と
責
任
で
す
か
ら
、
私
は
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
い

う
も
の
か
を
知
っ
て
か
ら
変
え
る
、
変

え
な
い
を
議
論
し
た
ら
ど
う
か
と
思
い

ま
す
。

日
本
国
憲
法
と
い
う
の
は
世
界
に
類

を
み
な
い
平
和
憲
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
9
条
も
議
論
に
な
り
ま
す
が
、
憲

法
の
条
文
に
入
る
前
の
「
前
文
」
の
文

章
は
世
界
に
向
け
て
の
祈
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
憲
法
の
始
め
に
こ
ん
な

に
祈
り
の
文
章
が
あ
る
の
か
、
と
い
う

の
が
長
年
私
の
疑
問
で
し
た
が
、
最
近

に
な
っ
て
、
実
は
今
の
日
本
国
憲
法
の

作
ら
れ
る
過
程
で
、
昭
和
陛
下
が
関
わ

っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
て
、
昭
和

陛
下
は
日
本
の
平
和
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
平
和
を
い
つ
で
も
祈
っ
て
お
ら
れ

た
方
な
の
で
、
そ
れ
で
納
得
し
ま
し
た
。

日
本
と
い
う
国
で
平
和
憲
法
が
あ
る

と
い
う
の
は
、
世
界
的
な
、
そ
し
て
実

は
宇
宙
的
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
ね
。

日
本
サ
イ
科
学
会
は
眼
に
見
え
な
い
世

界
の
こ
と
も
尊
重
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

あ
れ
ば
、
研
究
も
重
ね
て
い
る
素
晴
ら

し
い
会
だ
と
私
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。

私
達
が
住
む
場
所
で
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
も
の
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
こ

の
地
球
は
、
実
は
地
球
だ
け
で
存
在
し

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
宇
宙
の
中
に

あ
る
の
で
す
ね
。

私
は
日
々
会
う
ど
ん
な
方
で
も
尊
敬

で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
し
、
感
謝

で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
有
名

な
方
で
尊
敬
で
き
る
の
は
、
イ
エ
ス
様

で
す
。
私
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
も
な
い

し
、
仏
教
徒
で
も
な
く
、
特
定
の
宗
教

組
織
に
入
っ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
イ
エ
ス
と
い
う
人
は
結
構
好

き
な
ん
で
す
ね
。

私
が
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に

行
っ
た
と
き
に
、
何
故
か
イ
エ
ス
の
生

ま
れ
た
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に
連
れ
て
行
か
れ
、

イ
エ
ス
の
寝
か
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に

も
連
れ
て
行
か
れ
、
イ
エ
ス
が
十
字
架

を
背
負
っ
て
歩
い
た
と
こ
ろ
も
歩
き
、

イ
エ
ス
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ
処
刑
さ

れ
た
と
い
わ
れ
る
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
に
も

行
き
、
イ
エ
ス
が
ヨ
ハ
ネ
か
ら
洗
礼
を

受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
ヨ
ル
ダ
ン
川
で

も
沐
浴
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
は
イ
エ
ス
の
聖
地
は
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
両
方
に
ま
た
が
っ

て
い
る
の
で
す
ね
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ

レ
ス
チ
ナ
は
、
ご
承
知
の
通
り
ず
っ
と

戦
争
を
し
て
い
る
の
で
、
両
方
の
観
光

名
所
に
行
こ
う
と
思
っ
た
ら
、
両
方
に

入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

両
国
が
戦
争
を
し
て
い
る
国
な
の
で
、

例
え
ば
ア
ラ
ブ
諸
国
に
入
国
し
パ
ス
ポ

ー
ト
に
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
る
と
イ
ス

ラ
エ
ル
に
入
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
イ
ス
ラ

エ
ル
に
入
っ
た
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て

い
る
と
、
ア
ラ
ブ
諸
国
に
入
れ
ま
せ
ん
。

両
方
行
く
場
合
は
パ
ス
ポ
ー
ト
を
新
し

く
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
を
き
っ
か
け
に
私
も
一
員

と
な
れ
た
平
和
の
旅
が
企
画
さ
れ
た
と

き
に
、
両
国
大
使
が
両
国
の
良
さ
を
日

●❺ ●



本
の
メ
ン
バ
ー
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
ス
タ
ン
プ

を
押
さ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
両
国
に
入
れ
ま
し
た
。

海
外
に
行
く
と
、
日
本
と
い
う
国
の

素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
知
る
と
い
う
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
経
験
あ
る
と
思
い
ま

す
。
見
か
け
は
中
国
の
方
や
韓
国
の
方

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

パ
レ
ス
チ
ナ
で
も
歩
い
て
い
る
と
、「
コ

リ
ア
ン
?
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
?
」
と
聞
か

れ
、「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
!
」と
答
え
る
と
、

途
端
に
顔
が
緩
ん
で
握
手
を
求
め
て
く

れ
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
は
私
達
の
先
輩

方
が
、
国
際
社
会
に
お
い
て
、
外
に
出

た
と
き
丁
寧
に
接
し
て
き
た
か
ら
な
の

か
な
、
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
す
ご
く
有
り
難
い
こ
と
だ
な
と
思

い
ま
す
。
世
界
は
日
本
に
、
す
ご
く
平

和
の
役
目
を
期
待
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

2
0
1
1
年
の
3
月
に
福
島
で
原
発

の
事
故
が
あ
っ
て
、
丸
6
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
実
は
原
発
は
全
然

収
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
上
も
塞
が
っ
て

い
な
い
の
で
、
大
気
に
出
っ
ぱ
な
し
で

す
し
、
河
川
に
も
流
し
っ
ぱ
な
し
で
す

ね
。
そ
の
福
島
の
原
発
事
故
の
後
、
原

発
は
す
べ
て
止
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

電
気
が
使
え
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
ね
。
で
も
ま
た
、
原
発
を
再
稼

働
さ
せ
よ
う
と
し
た
動
き
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
2
0
1
6
年
4
月
に
今

度
は
熊
本
に
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
熊

本
に
地
震
が
あ
っ
た
の
は
福
島
と
無
縁

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
し
て
、
熊
本
の

隣
の
鹿
児
島
県
に
あ
る
川
内
原
発
の
再

稼
働
に
対
す
る
警
告
だ
っ
た
よ
う
な
の

で
す
。

私
が
何
故
食
べ
物
を
食
べ
な
く
て
も

す
む
よ
う
な
っ
た
の
か
、
実
は
水
を
飲

ま
な
く
て
も
喉
が
渇
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
サ
イ
の
方
々

が
研
究
し
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
通
り
で
、

※�

こ
こ
で
「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
を

叩
い
て
鳴
ら
す
。

こ
の
よ
う
な
音
と
い
う
の
は
、
物
質

と
物
質
が
衝
突
し
て
振
動
し
て
、
そ
れ

が
音
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
ま
す
ね
。

で
も
音
と
い
う
も
の
自
体
が
物
質
で
は

な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
音
波
と
い

う
波
な
ん
で
す
ね
。
波
は
物
質
の
粒
子

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
で
見
る
光
自
体

も
物
質
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
波
の

世
界
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
波

の
世
界
の
こ
と
を「
波
動
」
と
言
っ
た
り

し
ま
す
ね
。
日
本
サ
イ
科
学
会
で
も
言

い
方
を
変
え
れ
ば
、
波
動
に
つ
い
て
い

ろ
い
ろ
研
究
し
て
き
た
の
か
な
、
と
も

思
う
の
で
す
。

今
日
の
タ
イ
ト
ル
の
意
味
と
い
う
の

は
、
私
達
が
実
は
肉
体
と
い
う
物
質
を

持
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
皆
さ
ん
争
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
手
で
触
れ
ば
肉
体
が
あ
る
、
眼

で
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
で
も
こ
の
眼

で
見
え
る
肉
体
だ
け
の
存
在
な
の
か
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

簡
単
に
言
え
ば
、
心
と
体
が
あ
る
、

と
言
わ
れ
ま
す
ね
。
で
は「
心
と
い
う

の
は
物
質
な
の
か
?
」
と
考
え
る
と
、

物
質
だ
と
言
い
切
る
人
は
、
唯
物
論
的

な
考
え
と
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
物
質

の
脳
が
思
考
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
と
し
て
も
、「
脳
が
あ
れ
ば

思
考
が
で
き
る
の
か
?
」
と
い
う
の
は
、

ま
だ
誰
も
証
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

私
達
の
心
や
魂
は
何
か
と
い
う
問
い

は
、
先
人
の
方
々
が
追
求
し
て
き
た
世

界
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
は
眼
で

見
え
な
い
世
界
な
ん
で
す
ね
。
で
も
眼

で
見
え
な
い
世
界
も
何
か
あ
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
す
。
眼
に
見
え
な
い
と

し
た
ら
、
波
動
な
の
か
?
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

実
は「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
と
い
う

楽
器
を
何
故
私
が
弾
く
こ
と
に
な
っ
た

か
と
い
い
ま
す
と
、
一
昨
年
の
5
月
で

し
た
か
、
皇
居
に
ご
奉
仕
と
い
う
形
で

4
日
間
入
っ
た
と
き
に
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
の
ご
会
釈
を
賜
っ
た
日
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
日
の
夜
に
、「
シ
ン
ギ
ン

グ
・
リ
ン
」
を
作
ら
れ
て
い
る
和
真
音

さ
ん
の
神
楽
坂
の
サ
ロ
ン
に
連
れ
て
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の

「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
の
音
を
聞
き
ま

し
た
。

こ
の
音
が
不
思
議
で
し
て

※�

こ
こ
で
大
小
2
つ
の「
シ
ン
ギ
ン
グ
・

リ
ン
」を
叩
い
て
音
を
出
し
、
そ
の
間

の
位
置
に
マ
イ
ク
を
置
く
と
、
揺
ら

ぎ
の
あ
る
音
が
聞
こ
え
る
。

こ
の「
シ
ン
ギ
ン
グ
・
リ
ン
」
を
見
た

と
き
に
、
何
か
惚
れ
込
ん
で
し
ま
っ
て
、

そ
の
場
で
す
ぐ
注
文
し
ま
し
た
。

実
は
私
が
物
質
的
な
食
べ
物
を
食
し

な
く
て
も
、
ま
た
飲
ん
だ
り
し
な
く
て

も
別
に
元
気
に
過
ご
し
て
い
ら
れ
る
の

は
、
プ
ラ
ー
ナ
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

直
接
や
り
取
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

最
近
、
不
食
と
い
う
言
葉
が
何
か
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
っ
て
、
私
も「
不
食
の
人
」

● ❻●



と
か
、「
不
食
の
弁
護
士
」
と
か
言
わ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
私
自
身
が「
不
食
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
す
ね
。
不
食
と
い
う
の
は
正
確
で

は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
と
い
う

の
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
食
事
を

私
は
常
に
戴
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か
ら
の

伝
言

　
　
　
　
　

講
師　

南　

研
子�

氏

と
き　
　

平
成
29
年
3
月
18
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

南
研
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

特
定
非
営
利
薄
地
法
人
熱
帯
森
林
保

護
団
体
（R

ainforest�F
oundation�

Japan

：R
F
J

）
代
表
。

1
9
7
0
年
女
子
美
術
大
学
卒
業
。
大

学
卒
業
後
、
N
H
K
テ
レ
ビ「
ひ
ょ
っ
こ

り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
な
ど
の
制
作
を
担

当
。
コ
ン
サ
ー
ト
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、

舞
台
美
術
も
手
が
け
る
。

1
9
8
9
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
歌
手
、
ス

テ
ィ
ン
グ
が
行
っ
た「
ア
マ
ゾ
ン
を
守

ろ
う
」
と
い
う
ワ
ー
ル
ド
・
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
・
ツ
ア
ー
に
て
カ
ヤ
ポ
族
長
老

ラ
オ
ー
ニ
と
出
会
い
、
同
年
の
5
月

に
R
F
J
を
設
立
し
、
現
在
に
至
る
。

（A
m
azon�Rainforest�Foundation�

Japan,

熱
帯
森
林
保
護
団
体
は
ア
マ

ゾ
ン
シ
ン
グ
ー
地
域
の
自
然
保
護
と
そ

こ
に
暮
ら
す
先
住
民
の
存
続
支
援
を
目

的
と
し
て
、
1
9
8
9
年
に
設
立
さ
れ

た
N
G
O
。
2
0
0
8
年
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
を
取
得
し
た
。）

1
9
9
2
年
以
来
2
0
1
6
年
末
で
、

30
回
に
渡
り
ア
マ
ジ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル

で
先
住
民（
イ
ン
デ
ィ
オ
）と
共
に
暮
ら

し
、
多
岐
に
渡
り
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
延
べ
滞
在
日
数
は
2
0
0
0
日

を
越
え
る
。

著
書
に
F
ア
マ
ジ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ
か

ら
の
伝
言（
2
0
0
0
年
、
ほ
ん
の
木
）、

ア
マ
ゾ
ン
、
森
の
精
霊
か
ら
の
声
J

（
2
0
0
8
年
、
ほ
ん
の
木
）が
あ
る
。

受
賞
歴

2
0
0
5
年
6
月
、
長
岡
市
米
百
億

財
団
主
事
の
米
百
俵
賞
を
受
賞
。

2
0
0
8
年
3
月
、
大
山
健
康
財
団

主
宰
の
激
励
賞
を
受
賞
。

2
0
1
0
年
3
月
、
倫
理
研
究
所
主

催
13
回
地
球
倫
理
推
進
賞
を
受
賞
。

2
0
1
4
年
2
月
、
毎
日
新
聞
社
主

催
の
毎
日
地
球
未
来
賞
を
受
賞
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ア
マ
ゾ
ン
の
森
の
破
壊
の
上
に
私
た

ち
の
暮
ら
し
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

世
界
最
大
の
地
帯
雨
林
と
い
わ
れ
る
ア

マ
ゾ
ン
の
自
然
は
多
様
性
に
富
み
、
世

界
で
も
類
ま
れ
な
自
然
の
宝
庫
で
、
地

球
の
酸
素
供
給
源
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
こ
に
は
森
や
川
を
生
活
の
基
盤

と
し
て
狩
猟
採
集
を
主
と
し
た
暮
ら
し

を
営
む
イ
ン
デ
ィ
オ
（
先
住
民
）
た
ち

が
、
有
史
以
前
か
ら
独
自
の
文
化
を
継

承
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
、
経
済
最
優
先
の
ブ
ラ

ジ
ル
社
会
の
影
響
に
よ
り
、
巨
大
ダ
ム

建
設
や
大
規
模
な
牧
場
造
成
大
豆
や
サ

ト
ウ
キ
ビ（
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
）生
産

の
た
め
に
乱
開
発
が
進
み
、
さ
ら
に
不

法
侵
入
者
に
よ
る
野
生
生
物
の
乱
伐
・

乱
獲
も
後
を
絶
た
す
、
ア
マ
ゾ
ン
の
森

は
加
速
度
的
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
森

の
消
失
は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
暮
ら
し
を
脅

か
す
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
や
生

物
多
様
性
の
消
失
な
ど
地
球
規
模
で
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
日
本
人
も
、
ア
マ
ゾ

ン
の
森
を
破
壊
し
て
作
ら
れ
た
生
産
物

を
消
費
し
て
い
ま
す
。
森
や
イ
ン
デ
ィ

オ
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
、
遠
い
世

界
の
出
来
事
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
生

活
を
足
元
か
ら
見
直
す
こ
と
で
あ
り
、

同
時
に
そ
れ
は
将
来
へ
の
命
を
つ
な
ぐ

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

　

私
は
美
術
大
学
を
卒
業
し
、
N
H
K

に
入
り
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
の
番

組
で
絵
を
描
く
作
業
を
し
て
い
た
。

　

ア
マ
ゾ
ン
に
は
60
回
あ
ま
り
行
っ
て

い
る
が
自
分
で
は
そ
ん
な
に
何
回
も
行

っ
た
と
い
う
実
感
は
な
い
。

　

ア
マ
ゾ
ン
で
は
一
日
の
中
に
四
季
が

あ
る
と
思
う
く
ら
い
変
化
が
あ
る
。
そ

し
て
自
分
が
自
然
の
中
の
動
物
で
あ
る

と
感
ず
る
。
自
然
の
中
の
動
物
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●❼ ●



精
霊
と
の
出
合
い
も
あ
っ
た
。
お
年

寄
り
も
元
気
で
、
白
髪
も
は
げ
も
見
ら

れ
な
い
。
医
者
は
い
な
い
。
病
気
は
薬

草
で
な
お
す
。
代
々
伝
わ
る
呪
術
師
と

か
精
霊
か
ら
の
指
示
や
ヒ
ン
ト
に
よ
っ

て
治
療
す
る
。

ア
マ
ゾ
ン
で
は
生
き
て
い
る
と
い
う

よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
病
気

の
精
霊
が
住
む
世
界
が
あ
る
。
病
気
に

な
っ
て
初
日
は
病
気
の
精
霊
に
い
つ
ま

で
い
る
の
か
を
聞
く
。
そ
れ
に
納
得
し

て
か
ら
治
療
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
文

明
社
会
は
原
住
民
に
自
分
た
ち
文
明
人

の
着
物
や
貨
幣
経
済
を
押
し
付
け
る
の

を
習
慣
に
し
て
い
る
。

現
地
の
人
々
は
死
ぬ
ま
で
元
気
に
走

り
回
っ
て
い
る
。
一
方
我
々
文
明
人
は

年
齢
で
自
分
を
制
限
し
た
り
情
報
に
支

配
さ
れ
て
い
る
。

ア
マ
ゾ
ン
は
酸
性
土
壌
な
の
で
一
度

破
壊
さ
れ
る
と
回
復
が
難
し
い
の
で
伐

採
な
ど
が
進
む
と
荒
れ
果
て
て
し
ま
う
。

金
鉱
か
ら
金
を
得
る
の
に
水
銀
が
必
要

で
あ
る
が
そ
の
水
銀
が
空
中
に
飛
散
す

る
の
で
公
害
に
な
っ
て
い
る
。

南
研
子
著
「
ア
マ
ゾ
ン
、
イ
ン
デ
ィ
オ

か
ら
の
伝
言
」よ
り

・
水
銀
汚
染

金
採
掘
で
一
番
問
題
に
な
る
の
が
水

銀
汚
染
で
、
金
1
グ
ラ
ム
採
取
す
る
の

に
水
銀
2
～
3
グ
ラ
ム
を
用
い
、
選
別

の
た
め
に
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
で
水
銀
を
空

中
に
飛
ば
し
た
り
川
に
放
置
す
る
。
こ

の
た
め
金
採
掘
場
に
沿
っ
て
流
れ
る
バ

ウ
川
は
水
銀
に
汚
染
さ
れ
、
鉛
色
に
光

り
、
流
れ
が
止
ま
り
、
流
域
の
住
民
は

も
う
こ
の
川
の
魚
を
食
べ
る
こ
と
が
金

輪
際
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
も
っ
と
恐
ろ
し
い
こ
と
は
何

年
に
も
渡
り
、
汚
染
さ
れ
た
魚
を
食
し

て
き
た
イ
ン
デ
ィ
オ
の
人
達
に
、
中
毒

症
状
が
表
れ
始
め
た
こ
と
だ
。
特
に
妊

婦
に
対
す
る
影
響
は
今
後
深
刻
な
問
題

と
な
る
。
ユ
ー
ジ
ン
・
ス
ミ
ス
の
水
俣

の
写
真
と
バ
ウ
住
民
の
顔
が
時
間
差
で

私
の
頭
の
中
で
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。

・
セ
ス
ナ
機
上
空
か
ら
数
カ
所
に
点
在

す
る
金
採
掘
場
跡
の
黄
土
色
の
、
ま
る

で
そ
の
部
分
だ
け
ベ
ロ
ッ
と
ジ
ャ
ン
グ

ル
を
は
が
し
た
よ
う
な
傷
跡
と
森
の
緑

が
、
物
質
世
界
と
精
神
世
界
を
象
徴
し

て
い
る
か
の
よ
う
に
私
に
は
映
っ
た
。

森
の
悲
し
み
が
ヒ
タ
ヒ
タ
と
伝
わ
り
泪

が
と
め
ど
も
無
く
流
れ
、
怒
り
も
噴
き

出
て
く
る
が
、
そ
の
原
因
を
た
ど
っ
て

い
く
と
最
終
的
に
は
己
に
た
ど
り
着
く
。

無
力
な
自
分
が
今
後
こ
の
現
状
を
見
た

責
任
の
中
で
ど
う
行
動
し
て
い
っ
た
ら

い
い
か
、
途
方
も
無
い
も
の
を
相
手
に

し
て
し
ま
っ
た
重
さ
が
の
し
か
か
っ
て

き
た
。

・
イ
ン
デ
ィ
オ
の
寿
命

よ
く
人
に
聞
か
れ
る
。

「
イ
ン
デ
ィ
オ
の
寿
命
は
短
い
の
で

し
ょ
」

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
幼
児

の
死
亡
率
が
高
い
の
で
平
均
寿
命
は
短

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
百
歳
く
ら
い
の

人
も
い
る
し
老
人
も
い
る
。
一
般
の
ブ

ラ
ジ
ル
人
で
す
ら
平
均
寿
命
が
65
歳
だ

と
言
う
。
女
性
は
早
い
人
で
、
14
歳
く

ら
い
で
子
ど
も
を
産
む
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
普
通
は
17
歳
く
ら
い
で
結
婚
し
て
、

最
低
で
も
4
人
は
子
ど
も
を
産
む
。
た

だ
不
思
議
な
こ
と
に
10
回
近
く
こ
の
地

域
を
訪
れ
て
い
る
が
、
外
部
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
感
染
症
な
ど
を
除
き
、
年
寄

り
で
寝
た
き
り
の
人
を
見
た
こ
と
が
な

い
。
ま
た
、
白
髪
や
ハ
ゲ
の
人
も
皆
無
。

ス
ト
レ
ス
が
無
く
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
、
と
い
う
要
因
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
一
人
ひ
と
り
が
今
を
満
喫
し

て
生
き
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

部
族
に
よ
っ
て
は
言
語
に
現
在
形
し

か
な
く
、
過
去
、
未
来
形
は
な
い
所
が

あ
る
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、
な
お
さ

ら『
今
』が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
四
千

年
前
も
1
年
後
も『
現
在
』に
含
ま
れ
時

間
軸
が
線
で
な
く
、
た
だ
一
点
に
凝
縮

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
年
齢
も
数
え
な

い
の
で
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
。
神

話
や
伝
説
は
む
か
し
の
物
語
で
な
く
、

集
落
で
現
在
息
づ
き
、
精
霊
達
は
イ
ン

デ
ィ
オ
と
同
居
し
て
い
る
。

文
字
が
存
在
し
な
い
シ
ン
グ
ー
は
不

文
律
を
重
ん
じ
、
口
頭
で
独
自
の
伝
統

文
化
を
継
承
す
る
。
そ
の
役
割
が
年
寄

り
で
、
子
ど
も
た
ち
を
集
め
、
森
羅
万

象
あ
ら
ゆ
る
真
理
を
語
る
。
ま
た
、
現

実
的
に
狩
や
漁
の
方
法
、
薬
草
の
使
い

方
、
弓
や
矢
の
作
り
方
、
全
て
を
老
人

か
ら
学
ぶ
の
で
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
世
界

の
年
寄
り
は
死
ぬ
ま
で
自
分
の
席
が
、

確
実
に
あ
る
。
生
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
全

う
す
る
の
で
朝
は
ピ
ン
ピ
ン
し
て
い
た

の
に
昼
に
は
ポ
ッ
ク
リ
あ
の
世
に
旅
立

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
良
く
あ
る
。
そ
れ

が
最
高
の
幸
せ
だ
と
思
う
。

・
通
過
儀
式

シ
ン
グ
ー
川
上
、
中
流
の
部
族
は
八

つ
ぐ
ら
い
あ
る
が
儀
式
が
類
似
し
て
い

る
。そ

の
一
つ
が
、
通
過
儀
式
だ
。
成
人

式
の
よ
う
な
も
の
だ
が
日
本
の
よ
う
に

甘
く
な
い
。
大
人
に
な
る
た
め
に
は
、

男
子
は
16
歳
く
ら
い
の
時
に
呪
術
師
が
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日
を
特
定
し
て
、
厳
粛
に
儀
式
が
執
り

行
わ
れ
る
。
部
外
者
は
立
ち
入
れ
ず
、

青
年
は
呪
術
師
が
調
合
し
た
毒
を
飲
ま

さ
れ
、
二
週
間
近
く
動
け
ず
、
ハ
ン
モ

ッ
ク
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
で
、
精
神
世

界
の
旅
へ
臨
む
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

役
で
呪
術
師
が
付
き
添
う
。
幻
覚
性
を

帯
び
、
強
い
毒
は
半
端
で
は
な
い
。
こ

の
儀
式
で
一
集
落
、
一
人
か
二
人
は
毎

年
命
を
落
と
す
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
い
う
、

特
殊
な
環
境
で
生
き
て
い
く
に
は
、
心

身
共
に
強
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ

ろ
う
。

女
子
の
通
過
儀
式
も
あ
る
。

初
潮
を
迎
え
る
と
、
約
1
年
間
、
一

人
っ
き
り
で
籠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
さ
な
特
別
の
小
屋
で
あ
る
場
合
と
、

マ
ロ
ー
カ（
シ
ン
グ
ー
独
特
の
家
の
こ

と
）
の
隅
を
間
仕
切
っ
て
小
さ
な
部
屋

を
作
る
所
も
あ
る
。
誰
と
会
う
こ
と
も

話
す
こ
と
も
、
し
て
は
な
ら
な
い
。
た

だ
ひ
た
す
ら
、
毎
日
、
毎
夜
、
暗
い
空

間
で
自
己
と
向
き
合
う
こ
と
し
か
で
き

な
い
。
食
事
は
家
族
が
届
け
る
が
姿
を

見
な
い
よ
う
に
、
そ
っ
と
置
く
。
ト
イ

レ
は
隅
で
足
す
。

私
な
ら
考
え
た
だ
け
で
、
退
屈
が
爆

発
し
て
気
が
狂
い
そ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

呪
術
師
が
行
の
終
え
る
日
を
決
定
足
し
、

初
め
て
彼
女
は
人
前
に
顔
を
見
せ
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
。「
私
は
、
儀
式
を
無
事

終
え
ま
し
た
。
い
い
お
母
さ
ん
に
な
れ

ま
す
よ
」
と
、
得
意
げ
に
集
落
全
部
の

家
を
、
一
軒
一
軒
笛
を
吹
い
て
先
導
す

る
男
の
人
に
続
き
踊
り
な
が
ら
報
告
す

る
。前

髪
は
あ
ご
ま
で
延
び
、
肌
も
白
い
。

そ
の
後
、
女
性
は
結
婚
す
る
。
強
い
女

性
が
母
に
な
る
の
だ
か
ら
自
信
を
持
っ

て
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

男
女
共
、
徹
底
的
に
自
分
を
見
つ
め
る
。

内
な
る
世
界
や
目
に
見
え
な
い
も
の
と

の
対
話
も
あ
る
だ
ろ
う
、
恐
怖
も
伴
う

だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
儀
式
を

完
了
し
た
時
の
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
は

輝
い
て
い
る
。
本
当
に
自
立
し
た
個
の

美
し
さ
だ
。
こ
の
よ
う
な
儀
式
が
存
在

す
る
こ
と
が
理
由
だ
か
ど
う
だ
か
わ
か

ら
な
い
が
、
シ
ン
グ
ー
全
域
に
、
自
殺

者
は
一
人
も
い
な
い
。

自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
な
ど
彼
ら

の
思
考
に
は
な
い
。
日
本
で
は
年
間
、

三
万
人
を
超
す
自
殺
者
が
数
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
に
。

・
呪
術
師

八
十
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
カ
シ
キ
ー

（
長
老
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
強
力
だ
。
シ

ン
グ
ー
き
っ
て
の
呪
術
師
で
も
あ
る
。

そ
し
て
彼
の
弟
で
サ
パ
イ
ン
と
い
う
呪

術
師
が
本
職
の
人
も
こ
こ
に
は
い
る
。

私
は
サ
パ
イ
ン
の
前
に
座
っ
た
だ
け
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
さ
に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
汗

が
流
れ
出
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

「
お
前
が
、
今
日
、
こ
こ
に
来
る
こ
と

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
植
物
が
教
え
て
く
れ

た
か
ら
知
っ
て
い
た
よ
」と
、
初
っ
端
か

ら
言
わ
れ
た
。
こ
の
サ
パ
イ
ン
は
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
に
あ
る
六
千
種
の
植
物
を
見

分
け
る
こ
と
が
出
来
、
か
つ
ま
た
薬
草

と
も
会
話
が
可
能
な
術
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
。
あ
る
時
、
彼
に
質
問
し
た
。

「
呪
術
師
の
修
業
は
難
し
い
の
?
」

「
い
や
あ
、
簡
単
な
こ
と
さ
。
一
人
で

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
入
り
、
心
静
か
に
座
る
。

そ
う
す
る
と
植
物
の
方
か
ら
語
り
か
け

て
く
る
の
さ
。
植
物
は
人
間
の
役
に
立

ち
た
い
と
言
っ
て
い
る
よ
。
た
と
え
ば

頭
痛
を
直
す
薬
が
ほ
し
い
な
あ
と
思
う

と
、
あ
る
草
が『
私
を
煎
じ
て
飲
み
な

さ
い
』
と
い
う
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
さ
。
わ
し
は
、

た
だ
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
だ
け
さ
」

と
言
う
。
深
い
話
だ
。
私
も
ジ
ャ
ン
グ

ル
に
何
度
か
一
人
で
入
り
、
同
じ
よ
う

に
試
し
た
が
、
ま
だ
植
物
は
語
り
か
け

て
く
れ
な
か
っ
た
。

・
予
防
注
射

よ
く
人
に
尋
ね
ら
れ
る
。

「
ア
マ
ゾ
ン
に
行
く
時
は
何
種
類
の

予
防
注
射
を
す
る
ん
で
す
か
?
」

「
何
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ン
グ
ル

に
入
る
時
森
の
神
様
に
病
気
に
な
り
ま

せ
ん
よ
う
に
っ
て
お
願
い
す
る
ん
で
す
」

と
答
え
る
と
、
皆
、
半
分
あ
き
れ
顔
に

な
り
、
そ
れ
以
上
こ
の
話
題
は
続
か
な

い
。
え
ら
そ
う
に
言
え
な
い
が
今
の
と

こ
ろ
、
一
度
も
具
合
が
悪
く
な
っ
た
こ

と
は
な
い
。
特
殊
な
地
域
な
の
で
、
霊

的
体
験
は
多
い
が
そ
れ
は
病
気
と
は
違

う
。
快
食
、
快
便
、
快
眠
で
、
体
調
も

東
京
に
い
る
時
よ
り
数
倍
元
気
だ
。
私

に
限
ら
ず
当
団
体
ス
タ
ッ
フ
も
風
邪
や

多
少
の
下
痢
に
は
な
る
も
の
の
、
今
だ

か
つ
て
寝
込
ん
だ
者
は
い
な
い
。
女
性

の
方
が
神
経
も
図
太
く
肉
体
も
丈
夫
に

出
来
て
い
て
、
環
境
に
順
応
す
る
力
を

備
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
大
雨

カ
ニ
ち
ゃ
ん
が「
大
雨
に
な
る
か
ら

家
に
入
り
な
さ
い
」と
促
す
。
だ
っ
て
こ

ん
な
に
晴
れ
て
い
る
の
に
、
と
思
っ
た

と
た
ん
5
分
も
し
な
い
内
に
ポ
ツ
ポ
ツ

と
大
粒
の
雨
が
来
だ
し
た
。
そ
の
う
ち

ザ
ー
ザ
ー
に
変
わ
り
、
も
う
1
メ
ー
ト

ル
先
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
ド
シ
ャ
ブ
リ
。

こ
れ
が
ス
コ
ー
ル
だ
。
肌
に
あ
た
る
と
、

た
た
か
れ
た
よ
う
に
赤
く
な
り
痛
い
。
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雨
音
で
話
し
声
も
か
き
消
さ
れ
、
た
だ
、

ジ
ッ
と
や
む
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
3

時
間
も
降
っ
た
だ
ろ
う
か
、
そ
の
後
は

ジ
リ
ジ
リ
と
太
陽
が
照
ら
す
。
1
日
の

う
ち
、
何
回
も
こ
れ
の
繰
り
返
し
。
こ

れ
が
ア
マ
ゾ
ン
の
雨
期
な
の
だ
。

・
食
べ
物

「
旬
の
季
節
物
だ
よ
。
こ
の
時
期
し

か
な
く
、
栄
養
満
点
」　

と
言
っ
て
、
ア
ル
ミ
の
バ
ケ
ツ
に
持
っ

て
き
た
物
を
ソ
ッ
と
の
ぞ
く
と
、
数
十

匹
の
羽
蟻
。
そ
れ
も
、
七
セ
ン
チ
く
ら

い
あ
っ
て
、
生
き
て
い
る
。「
え
、
ま
さ

か
、
生
で
!
」

炒
め
る
か
焼
く
か
し
て
く
れ
な
い
と
、

い
か
ん
せ
ん
、
こ
の
ま
ま
で
は
…
…
。

丁
重
に
こ
れ
だ
け
は
か
ん
べ
ん
し
て
も

ら
っ
た
。
こ
ん
な
お
い
し
い
物
を
、
と

言
わ
ん
ば
か
り
の
顔
。
数
人
の
若
者
が

口
に
放
り
込
ん
で
い
る
。

「
御
立
派
」。
口
の
周
で
モ
ゴ
モ
ゴ
し

た
り
、
う
っ
か
り
す
る
と
刺
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
の
地
域
で
は
、
都
会
で
は

め
っ
た
に
口
に
出
来
な
い
も
の
を
食
べ

る
機
会
に
恵
ま
れ
る
。
猿
の
丸
ゆ
で
。

羽
蟻
の
踊
り
食
い
。
カ
メ
の
姿
焼
き
。

次
に
こ
れ
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ね
ず
み（
と

言
っ
て
も
、
豚
く
ら
い
大
き
い
も
の
も

い
る
。
カ
ピ
バ
ラ
も
同
族
）、
鳥
、
ア
ル

マ
ジ
ロ
、
子
ワ
ニ
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
常

食
と
し
て
マ
ン
ジ
ョ
ー
カ
芋
。

そ
し
て
魚
類
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
が
、
芋
の
し
ぼ
り
汁
が
ミ

ン
ガ
ウ
と
い
い
、
果
実
酒
の
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
を
回
し
飲
み
す
る
が
他
人
の

唾
液
や
痰
等
も
、
時
と
し
て
混
ざ
る
。

も
う
や
ぶ
れ
か
ぶ
れ
で
い
た
だ
く
。
抗

菌
グ
ッ
ズ
な
ん
て
言
っ
て
い
る
都
会
の

発
想
が
薄
っ
ペ
ら
く
、
な
ん
ぼ
の
も
の

か
と
思
え
て
く
る
。
こ
こ
で
い
ち
ば
ん

大
切
な
こ
と
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
人
は

木
の
実
等
を
除
き
、
絶
対
に
余
分
な
食

材
は
調
達
し
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
食

べ
残
っ
た
場
合
は
、
大
な
べ
に
全
部
一

緒
に
入
れ
、
グ
ツ
グ
ツ
煮
込
ん
で
ス
ー

プ
に
し
て
食
べ
る
。
故
に
、
ゴ
ミ
が
出

な
い
。
せ
い
ぜ
い
魚
の
骨
だ
が
、
こ
れ

も
数
日
後
に
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
生
き
物

が
片
づ
け
て
く
れ
る
。
集
落
に
ゴ
ミ
ら

し
き
も
の
は
な
い
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
11
名
、
計
21
名
で
あ
っ
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野�

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
七
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
叡
智

マ
ル
マ
・
セ
ラ
ピ
ー

　
　
　

講
師　

金
子　

栄
子�

氏

と
き　
　

平
成
29
年
4
月
15
日

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

金
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

副
理
事
長
、
一
般
社
団
法
人
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ャ
ル
医
学
研
究
会�

理

事
、
医
療
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

セ
ル
フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
レ
イ
キ
マ
ス
タ
ー
、
ア
ロ
マ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
橋
本
ド
ク
タ
ー
と
と

も
に
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
運
営
し
て
10
年
。
様
々
な
講
座
を

企
画
開
催
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
研
究
を
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
、
清
水
俊
介
先
生
に
師
事
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
巨
匠
、
K
N
ラ
オ
先

生
主
宰
、（
イ
ン
ド
、
デ
リ
ー
に
あ
る
）

バ
ー
ラ
テ
ィ
ー
ヤ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
ー
・

バ
ワ
ン（
占
星
術
大
学
学
校
）の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
を
2
度
、
受
講
。

そ
の
イ
ン
ド
で
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
一

つ
で
あ
る「
難
病
を
も
治
す
マ
ル
マ
セ
ラ

ピ
ー
」を
実
践
さ
れ
る
ド
ク
タ
ー
ジ
ョ
ー

シ
に
出
会
う
。
以
来
、
ド
ク
タ
ー
ジ
ョ

ー
シ
来
日
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
3
回
開
催
。
日
本
に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
を
広
め
る
べ
く
活
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

1
．
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は

紀
元
前
数
千
年
前
に
編
纂
さ
れ
た
古

代
イ
ン
ド
の
聖
典
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
に

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
と
と
も
に
マ
ル
マ

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
マ
ル
マ
は
身

体
に
1
0
7
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
適
切

に
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
病

気
が
治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
は
古
代
イ
ン
ド
で
は

王
侯
貴
族
や
戦
士
の
み
に
伝
え
ら
れ
た

秘
技
で
あ
り
、
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の

一
部
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
そ
の

具
体
的
な
使
い
方
は
秘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

2
．
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
の
出
会
い

私
が
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
る
も
の
に

出
会
っ
た
の
は
2
0
1
1
年
12
月
で
す
。

そ
の
年
、
イ
ン
ド
占
星
術
を
学
ぶ
た
め

に
イ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
B
・
V
・

● �●



B（
バ
ー
ル
テ
ィ
ア
・
ヴ
ィ
ッ
デ
ィ
ア
・

バ
ワ
ン
）の
イ
ン
ド
占
星
術
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー
へ
一
週
間
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
な
ぜ
イ
ン
ド
占

星
術
セ
ミ
ナ
ー
に
治
療
法
の
時
間
が
あ

る
の
か
、
全
く
意
味
不
明
で
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
8
日
目
。
初
め
て
ア
ー
ユ

ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
外
科
医
で
、
グ
ル
ク
ー

ル
・
カ
ン
グ
リ
大
学
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
医
学
部
長（
当
時
）の
S
K
ジ
ョ
ー

シ
医
学
博
士
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
先
生

は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
よ
り
さ
ら
に
北
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
近
く
に
あ
る
聖
地
ハ
リ
ド
ワ
ー

ル
在
住
。
人
体
に
1
0
7
あ
る
と
さ
れ

る
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
刺
激
す
る
こ
と

で
、
現
代
医
学
で
も
治
せ
な
か
っ
た
難

病
を
治
し
た
実
績
が
S
K
ジ
ョ
ー
シ
医

学
博
士
に
は
あ
り
、
連
日
、
3
0
0
人

を
超
え
る
患
者
さ
ん
に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
を
無
料
で
施
し
、
多
く
の
病
人
を
治

し
て
き
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
そ
の
評

判
を
聞
き
つ
け
た
K
N
ラ
オ
先
生（
B
・

V
・
B
の
イ
ン
ド
占
星
術
学
校
の
総
帥

で
あ
り
イ
ン
ド
占
星
術
の
大
御
所
）は
、

さ
っ
そ
く
会
い
に
行
き
、
そ
し
て
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
は
本
物
で
価
値
の
あ
る
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
結
論
に
達
し
、
多

く
の
人
に
広
め
る
た
め
に
B
・
V
・
B

で
の
正
式
科
目
に
し
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。

マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
午
前

か
ら
始
ま
り
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
に
つ

い
て
の
概
論
と
、
そ
の
後
は
実
際
に
小

児
マ
ヒ
で
一
人
で
歩
け
な
い
よ
う
な
少

年
や
、
難
病
を
抱
え
た
病
人
さ
ん
の
公

開
施
術
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
自
分
に

す
る
セ
ル
フ
マ
ル
マ
の
方
法
を
講
義
さ

れ
、
お
昼
休
憩
が
済
ん
で
も
S
K
ジ
ョ

ー
シ
医
学
博
士
は
壇
上
に
現
れ
ま
せ
ん
。

ず
い
ぶ
ん
と
待
た
さ
れ
ま
し
た
。
S
K

ジ
ョ
ー
シ
医
学
博
士
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

に
来
て
い
る
と
知
っ
た
患
者
さ
ん
た
ち

が
学
校
に
押
し
か
け
て
き
て
、
別
室
で

ず
っ
と
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
や
っ
と
セ
ミ
ナ
ー
会
場
に

戻
っ
て
こ
ら
れ
、
さ
ぁ
、
こ
れ
か
ら
ま

た
本
格
的
に
講
義
、
と
思
っ
て
い
た
ら
、

マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
復
習
し
、
4
時
過

ぎ
に
も
な
る
と
S
K
ジ
ョ
ー
シ
医
学
博

士
は「
も
う
車
で
帰
ら
な
い
と
い
け
な

い
」と
い
う
こ
と
で
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ

ミ
ナ
ー
は
あ
っ
け
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。

日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
展
開
が
信

じ
ら
れ
な
い
思
い
で
し
た
が
ハ
リ
ド
ワ

ー
ル
は
車
で
何
時
間
も
か
か
る
所
で
、

は
る
ば
る
B
・
V
・
B
セ
ミ
ナ
ー
の
た

め
だ
け
に
デ
リ
ー
に
来
ら
れ
た
こ
と
を

後
ほ
ど
知
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
ご
縁
で
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先

生
に
翌
年
、
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
招
聘
し
て
来
日
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
流
れ
が
出
来
ま
し
た
。
今
、

思
い
返
し
て
も
こ
の
流
れ
は
私
の
意
志

で
も
な
く
、
目
に
見
え
な
い
何
か
が
働

い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｎ
ラ
オ
先
生
が
ま
ず
日
本
で
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
な
さ
い
、

と
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
へ
勧
め
ま
し
た

が
、
イ
ン
ド
で
超
多
忙
な
S
K
ジ
ョ
ー

シ
先
生
は
す
ぐ
に
イ
エ
ス
と
は
言
い
ま

せ
ん
。
イ
ン
ド
占
星
術
の
巨
匠
で
あ
る

K
N
ラ
オ
先
生
が
ご
高
齢
な
が
ら
初
来

日
し
、
占
星
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
の
で

一
緒
に
日
本
に
行
こ
う
、
と
再
度
、
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
K
N
ラ
オ
先
生
と

ご
一
緒
な
ら
日
本
へ
行
き
ま
す
、
と
な

り
ま
し
た
。
K
N
ラ
オ
先
生
が
S
K
ジ

ョ
ー
シ
先
生
を
日
本
に
連
れ
て
き
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
と
、
来
日
セ
ミ
ナ
ー
で

は
イ
ン
ド
側
と
の
交
渉
と
通
訳
全
般
を

し
て
く
だ
さ
る
清
水
先
生
が
い
な
け
れ

ば
と
う
て
い
現
実
化
し
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

3
．
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
と
S
K
ジ
ョ
ー
シ
医
学

博
士
の
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
の
違
い

マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
の
多
く
は
急
所
で
、

そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
外
科
医
は
務
ま
ら
な
い
と
Dr.
ジ

ョ
ー
シ
は
話
し
ま
す
。
誤
っ
て
マ
ル
マ

ポ
イ
ン
ト
を
傷
つ
け
る
と
何
ら
か
の
後

遺
症
が
残
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

死
に
至
る
、
取
り
扱
い
要
注
意
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
はA

stroD
iary

（
ア
ス
ト
ロ
ダ
イ
ア

リ
ー
）に
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。

http://astrodiary.blog114.fc2.com
/�

blog-entry-404.htm
l

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
は
人
体
に
1
�0�

7
つ
の
特
別
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ポ
イ
ン

ト（
マ
ル
マ
・
ポ
イ
ン
ト
）が
あ
り
、
マ

ル
マ
・
ポ
イ
ン
ト
は
、
解
剖
学
的
に
は
、

動
脈
、
静
脈
、
腱
、
筋
、
骨
、
間
接
が

集
ま
り
、
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
場

合
が
多
く
、
そ
こ
は「
生
命
力
の
座
」

（
ツ
ボ
）
と
い
え
ま
す
。
マ
ル
マ
・
ポ
イ

ン
ト
に
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る

の
で
、
そ
こ
は
い
わ
ば
健
康
保
持
の
要

衝
で
も
あ
り
ま
す
。
マ
ル
マ
を
刺
激
す

る
と
、
ス
ト
レ
ス
や
不
適
切
な
食
事
に

よ
っ
て
生
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
障
害
が
取

り
除
か
れ
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
心
と
身
体
の
没
交
渉

が
解
消
さ
れ
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
戻

っ
て
き
ま
す
。
こ
の
セ
ラ
ピ
ー
で
私
た

ち
の
微
細
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
浄
化
し
、

バ
ラ
ン
ス
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
内
に
保

存
さ
れ
て
い
る
全
体
性
の
記
憶
を
蘇
ら

●� ●



せ
る
こ
と
が
で
ま
す
。
マ
ル
マ
・
ポ
イ

ン
ト
は
と
て
も
敏
感
な
ポ
イ
ン
ト
な
の

で
、
経
験
豊
富
で
資
格
を
有
す
る
人

か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
危
険
で
す
。
マ
ル

マ
・
ポ
イ
ン
ト
を
適
切
に
刺
激
す
る
と
、

慢
性
病
を
治
す
だ
け
で
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
傷
つ
い
た
り
変
形
し
た
身

体
の
一
部
を
矯
正
す
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。（
以
上
、
清
水
俊
介
先
生
ブ
ロ
グ

A
stroD

iary�

よ
り
一
部
引
用
）

日
本
で
も
既
に
何
点
か
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

マ
ル
マ
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
あ
り
ま

す
が
、
拝
見
し
た
と
こ
ろ
実
践
的
な
方

法
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
述
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
す
で
に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
を
日
本
で
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
そ
の
方
法
は
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
の
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
の
よ
う
に
マ
ル
マ
ポ
イ
ン

ト
を
指
で
刺
激
す
る
や
り
方
で
は
な
く
、

マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り
を
優
し
く
マ

ッ
サ
ー
ジ
す
る
や
り
方
だ
っ
た
と
数
人

か
ら
伝
え
聞
い
て
い
ま
す
。

Dr.
ジ
ョ
ー
シ
の
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
は

ど
の
マ
ル
マ
ポ
イ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に

刺
激
し
た
ら
ど
ん
な
疾
患
が
改
善
さ
れ

る
か
、
そ
の
や
り
方
や
効
果
が
具
体
的

で
あ
り
、
ま
た
28
年
間
以
上
の
臨
床
実

績
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
知
ら
れ

て
い
る
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
と
は
ず
い
ぶ

ん
と
違
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち

は
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
か
ら
教
わ
っ
た
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
は「
ム
リ
チ
ュ
ン
ジ

ャ
ヤ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
」と
称
し
、
今
後

さ
ら
に
日
本
で
普
及
し
て
い
く
よ
う
に

活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
ム
リ
チ
ュ
ン
ジ
ャ
ヤ
」
と
は
死
に
も

打
ち
勝
つ
と
い
う
意
味
で
病
気
平
癒
に

大
変
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
マ
ン
ト

ラ
は「
ム
リ
チ
ュ
ン
ジ
ャ
ヤ
マ
ン
ト
ラ
」

で
す
。

4
．
こ
れ
ま
で
3
度
の
来
日
セ
ミ
ナ

ー
・
第
1
回
目
の
来
日
セ
ミ
ナ
ー
は

2
0
1
2
年
6
月
22
日
か
ら
7
月
4
日

ま
で
イ
ン
ド
か
ら
イ
ン
ド
占
星
術
の
大

御
所
の
K
N
ラ
オ
先
生
と
S
K
ジ
ョ
ー

シ
先
生
が
初
来
日
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン

ド
占
星
術
セ
ミ
ナ
ー
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ

ー
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
と
大
阪
で
開
き
ま

し
た
。
ま
た
セ
ル
フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー

セ
ミ
ナ
ー
は
神
戸
で
も
開
き
、
多
く
の

方
に
施
術
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
会
場
で
は
K
N
ラ
オ
先
生
の
イ

ン
ド
占
星
術
セ
ミ
ナ
ー
に
集
ま
っ
た
生

徒
さ
ん
や
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
は
ど
ん

な
も
の
か
施
術
体
験
が
目
的
で
来
ら
れ

た
方
々
が
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

を
う
け
ま
し
た
。
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
は
マ
ル

マ
ポ
イ
ン
ト
を
刺
激
す
る
ヨ
ガ
の
ポ
ー

ズ
ま
で
実
演
し
、
日
本
で
初
め
て
の
マ

ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
と
て
も
熱

を
込
め
て
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。�

リ
ン
パ
浮
腫
の
患
者
へ
の
マ
ル
マ
セ
ラ

ピ
ー

　

大
阪
会
場
で
は
橋
本
ド
ク
タ
ー
の
患

者
さ
ん
達
が
公
開
施
術
に
何
人
も
参
加

さ
れ
、
そ
こ
で
Dr.
ジ
ョ
ー
シ
の
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ー
施
術
の
即
効
性
、
改
善
の
早

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
Dr.
ジ

ョ
ー
シ
は
重
症
の
患
者
さ
ん
に
は
5
分

ほ
ど
の
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
ま
ず
し

て
、
時
間
を
30
分
ほ
ど
あ
け
て
ま
た
も

う
一
度
施
術
し
ま
す
。

こ
の
大
阪
会
場
の
セ
ミ
ナ
ー
で
一
番

印
象
的
だ
っ
た
の
は
車
椅
子
で
参
加
さ

れ
た�

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
A
L
S
）

の
男
性
で
す
。
ご
存
知
の
と
お
り�

A
L

S
は
進
行
性
の
病
気
で
、
筋
肉
が
動
か

な
く
な
り
発
症
す
る
と
良
く
な
る
こ
と

は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
難
病
で
す
。
当

日
、
車
椅
子
で
家
族
と
と
も
に
会
場
に

来
ら
れ
た
こ
の
患
者
さ
ん
は
、
最
終
的

に
自
分
の
力
で
足
を
ほ
ん
の
少
し
動
か

す
こ
と
が
出
来
て
感
激
の
涙
を
流
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
見
て
い
た
私
た
ち
も

胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
上
げ
て
く
る
一

幕
で
し
た
。

ま
た
後
日
談
で
す
が
、
ご
自
身
が
ド

ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
伏
せ
て
大
阪
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
が
い

て
、
何
人
も
の
A
L
S
患
者
さ
ん
を
診

て
き
た
が
、
あ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
だ
、

と
大
変
に
驚
か
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

・
第
2
回
目
の
来
日
は
2
0
1
4
年
12

月　

札
幌
と
大
阪
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
セ
ル
フ
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
を
目
的
と

し
た
コ
ー
ス
も
設
け
ま
し
た
。

・
第
3
回
目
の
来
日
は
2
0
1
6
年
6
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月　

大
阪
、
神
戸
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

開
催
。
前
回
同
様
に
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成

を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス
を
設
け
ま
し
た
。

前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
セ
ル
フ
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座
に

お
い
て
一
日
の
受
講
で
は
的
確
に
ポ
イ

ン
ト
を
押
せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
至
ら

ず
、
今
回
は
2
～
3
日
参
加
型
に
変
更

し
ま
し
た
。

Dr.
ジ
ョ
ー
シ
（
右
）
と
認
定
証
を
授
与

さ
れ
た
金
子
氏（
左
）

ま
た
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
か
ら
セ
ル

フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー　

セ
ル
フ
マ
ル
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
認

定
証
を
授
与
さ
れ
、
日
本
で
セ
ル
フ
マ

ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講
座

を
N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
主
体
と
な
っ
て
開
い
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

5
．
聖
地
ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
で
特
別
短
期

セ
ミ
ナ
ー

　

来
日
セ
ミ
ナ
ー
と
は
前
後
し
ま
す

が
Sh
・
K
・
N
・
ラ
オ
の
肝
い
り
で
、

2
0
1
2
年
10
月
20
日
か
ら
23
日
、
イ

ン
ド
北
部
の
聖
地
ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
へ

J
J
S
メ
ン
バ
ー
と
現
地
在
住
の
日
本

人
と
6
人
グ
ル
ー
プ
で
訪
れ
、
S
K
ジ

ョ
ー
シ
先
生
と
現
地
の
研
修
医
か
ら
3

日
間
に
わ
た
り
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
特
別

セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
S
K
ジ
ョ

ー
シ
先
生
主
催
の
N
P
O
法
人
ム
リ
チ

ュ
ン
ジ
ャ
ヤ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
定
期
的

に
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
の
で
す
が
、
毎
回
、
大
勢
の

人
が
参
加
す
る
の
で
先
生
の
施
術
の
手

元
を
見
る
も
の
な
か
な
か
大
変
だ
そ
う

で
す
。
少
人
数
の
セ
ミ
ナ
ー
で
特
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
稀
有
の
こ
と
で
内
容
も
そ

れ
ま
で
に
な
い
も
の
と
の
こ
と
。

こ
の
時
も
通
訳
と
引
率
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
清
水
先
生
に
に
よ
る
と
、
そ
れ

ま
で
ハ
リ
ド
ワ
ー
ル
で
受
け
た
ベ
ー
シ

ッ
ク
や
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
と
違
っ
た

内
容
で
、
病
気
別
に
ど
こ
を
ど
う
し
た

ら
い
い
か
丁
寧
な
指
導
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ

ェ
ー
ダ
の
基
礎
や
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

で
作
る
シ
ャ
ン
プ
ー
や
石
け
ん
、
ま
た

薬
草
の
貯
蔵
庫
を
見
学
出
来
た
り
と
、

本
当
に「
特
別
な
内
容
」だ
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
に
患
者
さ
ん

を
施
術
す
る
こ
と
で
そ
の
人
の
病
気
に

な
る
カ
ル
マ
を
受
け
な
い
よ
う
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

6
．
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
で
改
善
し
た
例

第
一
回
目
の
来
日
セ
ミ
ナ
ー
の
神
戸

会
場
に
参
加
の
男
性
、
交
通
事
故
の
後

遺
症
で
腕
が
上
が
ら
な
か
っ
た
あ
る
男

性
は
そ
れ
ま
で
に
あ
ち
こ
ち
診
て
も
ら

っ
て
も
改
善
せ
ず
の
状
態
で
し
た
が
、

S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
の
一
回
の
施
術
で

腕
が
す
っ
と
上
が
り
、
と
て
も
喜
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
杖
を
つ
き
介
助
人
に

支
え
ら
れ
歩
い
て
参
加
の
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
女
性
、
S
K
ジ
ョ
ー
シ
先
生
の

一
回
の
施
術
に
よ
り
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

で
杖
を
つ
き
な
が
ら
来
た
方
が
施
術
後

は
杖
な
し
で
ス
ッ
ス
ッ
と
軽
快
に
歩
き

回
れ
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
さ
の
あ

ま
り
ジ
ョ
ー
シ
先
生
に
ハ
グ
し
た
り
、

と
て
も
は
し
ゃ
い
で
歩
き
回
っ
て
い
ま

し
た
。

肥
満
で
便
秘
症
、
ジ
ョ
ー
シ
先
生
の

指
導
で
特
定
の
ポ
イ
ン
ト
を
自
分
で
も

毎
日
刺
激
し
、
セ
ミ
ナ
ー
後
、
便
秘
症

が
改
善
。
精
神
不
安
で
不
眠
の
男
性
は

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
行

っ
て
い
る
個
別
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
施
術

会
で
定
期
的
に
施
術
を
受
け
、
精
神
も

安
定
し
、
良
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り
穏

や
か
な
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
齢
の

女
性
は
一
人
で
の
歩
行
は
困
難
、
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
施
術
後
は
背
筋
が
伸
び
、

ゆ
っ
く
り
な
が
ら
一
人
で
歩
行
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
歩
行
困
難
な
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
方
に
限
ら
ず
、
加
齢

や
腰
痛
に
よ
る
歩
行
困
難
に
即
効
性
が

あ
り
ま
す
。

7
．
日
本
に
お
け
る
今
後
の
普
及
活
動

　

日
本
に
お
け
る
今
後
の
普
及
活
動
を

任
さ
れ
た
私
た
ち
は
2
種
類
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
ま
す
。
一
つ
は
自
分
自

身
に
し
た
り
、
家
族
や
友
人
と
い
っ
た

身
近
な
人
に
セ
ル
フ
ケ
ア
と
し
て
す
る

セ
ル
フ
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
講
座
。
も

う
一
つ
は
他
者
に
施
術
を
行
う
セ
ル
フ

マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
養
成
講

座
を
定
期
的
に
開
き
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
ま
す
。

参
照　

N�

P�

O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
H�

P
：http://npo-iyashi.com

/
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介
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☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
16
名
、
計
26
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野�

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
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本
に
つ
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二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
F
A
X
番
号
）
に
、「
2
0
1
※
年

○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」

と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま

す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail�office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野�
百
合
子�

氏

「�

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原�

秀
樹�

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向�

猛�

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野�

節
子�

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川�

博
章�

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川�

眞
知
子�

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根�

和
郎�

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦�

西
平�

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林�

信
正�

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「�

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井�

洋
一�

氏

「�

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「�

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本�

泰
行�

氏

「�

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華�

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「�

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」
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本稿では、物質面に関連して、オーブの出現
場所（神社、樹木、露頭・断層）と、オーブの
マンダラ状の内部模様の関係、つまり、オーブ
模様をカオス解析した結果と出現場所（個所）
の関係について、空間フラクタル解析（カオス
解析）を用いて検討した。平面的な濃度空間

（マクロ・フラクタル次元D2m）について解析
したところ、次の結果が得られた。

神社（大御食）のマクロ・フラクタル次元D2
は大、樹木（分杭、大御食）のフラクタル次元
D2は中、断層（北川、渓谷）のフラクタル次元

D2は小である。つまり、図2の横軸の左側に
行くほど人々の関係（祈り､ 神社）は深い。右
側は分杭峠の断層上なので、パワーが強い筈
であるが、測定値のD2は小である。特徴的
なのは、分杭峠の気場（気場の真上、点状）の
D2は大と成っている。これらのわけは、マク
ロ・フラクタル次元D2は人々の関与する（祈り
の）程度を示しているのかもしれない。

空間的（立体的）な濃度空間（局所フラクタル
次元D2l）について、神社の局所フラクタル次
元は、ピーク値（山）が2つある。樹木（分杭、
大御食）の局所D2lには、ピーク値（山）が1～
2つある。断層（北側、露頭）の局所D2lには、
ピーク値（山）が無い（詳細は、サイ科学,Vol.36、
No.1、pp. 2−8参照）。フラクタル次元は、自
然形状や自然現象など複雑性の変化の評価法
として、有効性が認められているので、本報の
オーブの内在構造のパターン変化を掲示する
場合に用いることも、期待できる。

以上から、オーブ（たまゆら）を構成する要
素が次第に判明してきたのが嬉しい。これらの
知識が、皆様のお役に立つ事を祈念したい。
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図2　測定場所とカオス解析



が加算してオーブ（たまゆら）ができる。なお、
サイ（気）は、オーラ、プラナ、微細身素粒子
等から構成されており、周波数（波長）の異な
る光子群の集合体である。つまり、「たまゆら」
は意識要素としてのサイ（気）がオーブに加算
されたものである。

他方オーブ（たまゆら）の出現（撮影）結果に
は多くの素粒子の性質が現れている。、例えば、
空間に広く拡散してグループ（団体）としてラン
ダムに現れる。6秒毎の撮影の時でも、毎回そ
の円内模様､ 大小、模様などは様々に変化して
いる。これは､オーブ全体としての結合が弱く、
その為にそれぞれの結合･構成要素の素粒子の
性質が現れる為ではないだろうか、と思う。

つまり、変性意識状態（ASC）に近い状態の
撮影者の皮膚から放出されるサイ（気）とカオ
ス・アトラクターを伴って成長したオーブ上の

「たまゆら」が同調して、写真に写ることになる
のだろう。つまり大気陰・陽イオンボール形成

（オーブ）は物理現象であり、これに意識要素と
してのサイ（気）が加算されてオーブ（たまゆら）
になり、撮影者と体外にあるオーブ（たまゆら）
との共振・共鳴によってマクロPKが生起する、
と判断・仮定している。

3−3）オーブ（たまゆら）の模様
オーブ（たまゆら）は、外部からの光エネル

ギーの助けによって次第に進行してカオス・
アトラクターを画き、オーブ（たまゆら）の円
形内模様を形成する事になる。カオス・アトラ
クターの内容（模様）を決めるものは、意識と
オーブ（たまゆら）との同調、つまりマクロPK
であろう、と推定している。カオス理論に基づ
き、撮影されたオーブ（たまゆら）画像のフラク
タル解析を行った結果、「たまゆら」内部模様
の類別ができることをわかった。例えば（A）シ
ングルピークの模様、（B）ダブルピークの模様、

（C）マルチピークの模様、といった分類ができ
る（詳細は、サイ科学Vol. 36、No.1、pp2−8
参照）。

3−4）人（意識）の関与する程度とカオス
長野県伊那市の分杭峠の実験から得られた

一例を述べる。はじめに、瞑想中の撮影者のス
ロー脳波の出現（リラックスの程度、脳波解析）
と、オーブ出現の可否の関係をもとめて図1と

した。次記に示した様に、オーブ（たまゆら）を
撮影した後、すぐに駒ヶ根市大食神社の本殿
前の石の階段に腰を掛けて、瞑想を行い、脳
波測定を実施した。図1の縦軸は脳波のフラク
タル次元（脳波のカオスを駆動する変数）。横
軸は、左から右へSZとSK（オーブ撮影成功者）、
つぎのYMとNKはオーブが撮影できなかった
者である。

図をみると、オーブ（たまゆら）の撮影が可
能であった者（SZ、SE）は、撮影出来なかった
者（YM、KM）よりもD2が小さい事。つまり、
撮影が可能であった者は雑音（駆動因子の数）
が少なく、集中しておりリラックスできていた、
と推定できる。

オーブ（Orb）撮影者の脳波のカオス解析と
「オーブ」の出現状況を調べた実験から次記が
えられた。（1）脳波のα波成分（8~12Hz）は、
参加した全員（5名）に出ている。（2）「オーブ」
を写せる（出現させ得る）人（SZ、SK）の場合
には、θ波成分（3.7Hz）と、より低周波のδ波
成分（1.7Hz）が出ている。（3）「オーブ」を写せ
る人は、写せない人（YM、NK）の場合よりも、
カオス解析のフラクタル次元D2が、より小さ
くなる傾向がある。（4）瞑想により、ASC（変
性意識状態）に入れる人は、D2をより小さく
する事が出来る。（5）「オーブ」出現と、写す人
のASCの間には、相関性があると判断できる。

（6）「オーブ」の出現の可否の判断には、脳波の
カオス解析が有望である。

3−5）円内模様形成とカオス
つぎに撮影場所とオーブ（たまゆら）のフラク

タル次元（オーブのカオスを駆動する為の変数）
との関係を調べて図2を得た。

● �●

図1　脳波のカオス解析



フラクタル（カオス）解析。出現・撮影の為の
条件設定。オーブの形成過程モデル（仮定）等
について検討した。本稿では人が存在し、関
係したと考えられる場所の意識状態（ASC）と
円内の非対称干渉縞模様（表情）、撮影者のス
ロー脳波の出現状況とオーブ出現（撮影）の可
否、円内模様とカオスの進行程度等を、複雑
系科学のカオス解析応用の立場から初歩的な
検討を試みる事にした。

2．カオス解析とは（解説）
周知のニュートン力学では、方程式の変数が

2つ以上ある場合には解析的に（数学的に）解く
事は難しく、得られる結果は変数が単一の場合
に限定されている。しかし、単一の場合でも、
物体の力学的な挙動は時間とともに変化する場
合が多い。対象とする運動が多変数によって構
成されている場合には、方程式を解析的に解く
ことは出来ないが、コンピュータを用いたカオ
ス解析（数値的）によって、「時間ずらしによる
アトラクターの再構成法」を用いることによっ
て、数値的に解くことが出来る。つまり、観測
された一次元の時系列変化から時間遅れ座標
への変換（Takensの埋め込み定理）を用いる事
により解くことが出来る。この数値的に描いた
軌道をアトラクターと言う。

別の観点からみると、自然現象や生命には
様々な「ゆらぎ」があり、「ゆらぎ」は「ゆとり」
でもある。「ゆらぎ」の中で重要な位置を占めて
いるのにカオスがある。カオスは混沌ともいい、
複雑で不規則であり、非可逆性を持つ非周期
運動なので、結果を長期予測する事は出来な
い。つまり再現性は期待できない。しかし再現
性や因果律を破るカオスは自然界のマクロ物質
や生体系で見られる普遍的な運動形態でもあ
る。カオスになる場合には、運動の初期で極僅
かな相違であったとしても、ついには、無視出
来ない程の大きな差異を生じる事になる。そし
て、この現象は偶然に支配されている。つまり
カオスは初期条件に敏感に依存する運動であ
るといえる。

3．意識、オーブ、カオスの関係
呼びかけに応じて答えてくれる、意識をもっ

ている、霊的な存在である等、オーブの形成・
出現には人格要因が関係すると言われている。

然しそれらの仕組みや機構については、いまま
では、科学的に説明する事は無かった様に思
う。（1）意識と体外にある物質とが直接に情報
を交換する現象をマクロPK（念力）といい、両
者間を仲介する物質をサイ（気）と言う。（2）サ
イ（気）現象は、基盤になる現象の変曲点（零場
中の零点）で、エネルギー一定条件で生起する。

（3）この時の意識は変性意識状態（ASC）であ
り、醒めた意識はむしろ否定的（現象阻止）に
作用する傾向がある。一方、（4）オーブと意識
の間には、情報交換があるのでオーブもマクロ
PKである。しかし、今までは未検討であった。

3−1）意識とオーブ（たまゆら）
経験によると、写り込んでくるオーブ（たま

ゆら）像は円の直径、模様（表情）、色合、ヘ
イロー（halo）などは様 （々ランダム）であるが、
撮影者によって決まっており、一枚の写真には
ほぼ同一の模様（表情）が写されてくると判断
している。

3−2）内部模様の形成
地球を取り巻く大気層は、宇宙線の照射の

ために電離していて、上層部は陽（+）、地表部
は陰（−）に帯電している。この為に地球は電磁
気的には巨大な球形・地球コンデンサー（約30
万V）として存在している。球表面上の大気の
大部分は水蒸気と二酸化炭素であるが、大気
電界等のために水蒸気は電離していて、H（陽
イオン）、OH（陰イオン）、電子（−）になってい
る。なお水蒸気がないと、オーブ（たまゆら）は
極めて出現しにくくなる。大気イオン群の中に
エアゾール（埃、微細塵）を入れると、大気電
界やイオン間の相互作用などにより、大気陽イ
オン・ボールと大気陰イオン・ボールの組合せ
ができる。この一対は、たとえば、右方向回転
または左方向回転の巴型状組合せである。一
般には裏表、前後、左右、など様々な組み合
わせの下で、全体として中和している集団（群）
となる、と推定している。

なお、以上の説明には電子を用いたが、実
際には、光子群の組合せとして存在するのであ
ろう。空気成分の電離とエアゾール（埃、微細
塵）によって形成された巴型の大気陰・陽イオ
ンボール（オーブ）が絞り込まれて、その上に、
ゼロ場（ゼロ点）が形成され、そこにサイ（気）
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まだ研究段階ですが2人の脳波の周波数と
位相が合致している（コヒーレンシー）状態で
何が起きるかを観察しています。俗に気が合
うかどうかと云う現象と関連がありそうなので
す。ヒーラーとクライアントとの脳波相関や占
い術師とクライアントとの脳波相関、催眠術師
とクライアントの脳波相関はかなり大きいです
し、右脳と左脳との相関では自動書記や動物と
の交流などは7.8Hzのスローα波での共鳴が
基本のようです。

右脳と左脳の脳波共鳴は脳梁を通じて何ら
かの相互作用の結果でしょうが、2人の脳波が
共鳴するメカニズムは全く分かりません。いか
にα波が強くても周波数が低いので空間に電磁

波が輻射され周りに影響を与えるとは考えられ
ません。何か他のメカニズムを考える必要があ
ります。前回に述べたように地上200～500km
に電離層があり7.8Hzを中心とした半値巾2Hz
のプラズマ震度をしていて、これが地上空間に
電磁場を形成している。脳波がこの周波数に
同期すると情報の共有化が起きて何らかの作
用が起きると考えるのです。

目を閉じて呼吸を整え意識を手放すと脳波は
次第に徐波化され7.8Hzに近づくと空間の電
磁場を通じて相手の脳波と共鳴し合う、そんな
メカニズムを考えています。次回はその具体例
を紹介します。

● �●

オーブ（たまゆら）構成要素の検討（１）オーブ（たまゆら）構成要素の検討（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木�茂美　　　苗�鉄軍

1．はしがき
オーブ（Orb）は英語使用圏では光球、光球

体、軌道を意味し、日本ではかすかな、霊、「た
まゆら（玉響）」を意味している。最近のデジタ
ル・カメラの登場によって頻繁に写真画面上に
オーブが写りこんできた。しかし偽オーブもか
なり多く、懐疑派や否定派はカメラ内のハレー
ション、レンズの汚れ、レンズ付近の微粒子の

ボケ写真、水滴の写り込み等であると主張して
いる。しかし、筆者らが撮影・実験してみると、
撮影者の意識とオーブとが直接情報交換して
いる（接触している）と推定出来ることからオー
ブは物質面と意識面に関係して出現してくると
判断している。別報では、指尖脈波のカオス
解析（体内の気）から判断した意識（無意識）と
オーブとの接触の可能性。オーブの内部模様の

図4　位相差検出機能を持つBF図3　右脳と左脳との機能差
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例えば瞑想中の脳波の場合、どの電極から
も強いα波が観察されますが双極誘導の場合
は差動増幅器の出力は0となります。単極誘導
法の場合は差動増幅器の比較信号は通常は耳
たぶからとりますのでα波が含まれていないの
で出力はα波そのものになります。瞑想すると
脳死状態の脳波になると表現するのは双極誘
導法によるもので、実際は強いα波が観察され
ます。脳波の専門家はおおむね医学系ですから
このような誤りをしがちです。

双極誘導法で瞑想中の脳波を測りますと上
記の理由で出力信号が図1に示すようにほとん
ど0になるため脳が活動していないと考えがち
ですが、実際には図2の単極誘導法に示すよう
に強いα波が出ていています。波形から判断し
ますとどの部位からの信号も周波数と位相が
揃っていて共鳴しているように思われます。で
すから見た目は静寂ですが微妙な刺激も敏感
に感じ取り対応が可能なのです。

図1の双極誘導であれ図2の単極誘導であれ
入力回路に差動増幅器Aを用いるのが標準で
す。これはV1の信号を計測するときにV2の
信号を差し引く構造（V1−V2）になっています。
V1の中にノイズが混入している場合V2の中
にも同じノイズがあれば差動増幅器Aの演算に
よりノイズがキャンセルされます。このため最
近では被験者に装着する電極から装置までの
ケーブルに神経を使う必要がなくなりました。
以前はシールドルームに被験者を入れて計測し
ていましたが、現在はどこでも計測可能です。

図2の単極誘導法の場合のV2の信号は耳
たぶから取りますのでノイズはほとんど同じで
すが脳波はごくわずかしか含まれません。し
たがってV1の脳波が計測できます。ところが
図1の双極誘導法ですとV2の信号は頭部のど
こかに装着しますから必ず脳波が含まれます。
特に瞑想しますと頭部全体に同じ脳波となりま
すからV1の信号と等しくなり差が0になってし
まうのです。これを間違って無念無想の究極は
脳死状態！などと云う人までいます。でも実際
には強くα波が出ているはずです。

脳の神経回路は集中していてわずかな刺激
でも敏感に対応できる状態なのです。まさにマ

インドフルネスと言えましょう。

脳波の共鳴状態に注目！
脳の構造はMRIでかなり詳細に分かってい

ますが機能構造はf-MRIでないと分かりませ
ん。成長と共に機能分化が進み概略図3に示す
ようになります。幼児期においては左脳と右脳
とは一体になって働くのでしょうが、言語を覚
え体験を積むに従って論理的思考が発達して
左脳の神経回路が増え、感覚思考が抑制され
るのではないかと思われます。

遊びや運動の中で感覚的思考の神経回路も
増やす必要がありますが、学校教育の時間割
に見られるようにないがしろにされていますね。
右脳と左脳との脳波を測定して相関を調べると
幼稚園児では一致している児童が多いのに高学
年になるに従い分離傾向が目立ちます。社会人
では相関係数が0.5以下の人が半数に達します。

そこで図4に示すように左脳の脳波x（t）と
右脳の脳波y（t）の積（Cor1）を演算し、位相
差がCor1>0 .8でフィードバックシグナルが出
力されるようなバイオフィードバック装置を用
いて右脳と左脳との相関を高める練習を推奨し
ています。

図2　単極誘導法図1　双極誘導法



測定装置に注意！
1929年にドイツの精神科医H.Bergerによっ

て人の脳波を初めて計測したと記録されていま
す。当時のエレクトロニクス技術を思うと相当
に苦労しただろうと想像します。それに比べれ
ば科学技術の進歩により計測は実に簡単なの
ですが、この90年近くの間、もっぱら臨床応用
でしたから、脳波の出現機序や含まれる情報の
解明などの研究は殆ど手つかずで、医学界で
は未だに1929年の解釈がまかり通っています。

その典型ですがα波はリラックスの脳波で脳
はあまり活動していない、β波が脳の活性状態
を示していると考え、α波を重視していません。
世間でα波を取り上げて語っていることに不快
感を示したり、惚けを養成するかの如く批判し
ています。

それゆえ臨床脳波計ではα波でもなくβ波で
もない特徴パターンを抽出しやすいようにマル
チチャンネルのポリグラフを大切にした構造に
なっています。脳波の権威者と云えば脳機能の
異常で現れるポリグラフ上の特徴パターンを見
抜くことに卓越しておりα波には全く興味がな
いのが特徴です。

ちなみに最新の教科書「新脳波入門」時実時
彦他・南山堂（1974年刊）467pではα波の記載
はほんの数行しかありません。第2章の冒頭に

「ヒトの頭部の2箇所に電極をつけ脳波計に接
続すると、毎秒8～13回の正弦波に近い電位
変動が記録される。これがα波と呼ばれる。こ
のα波は、被験者が静かな暗室内で目を閉じて
何も考えないようにしていると最も規則的にま
た大きな振幅で現れるが、物を見つめたり考え
たりするとαblockと称し、α波は減少して不
規則な細かい電位変動が目立つようになる。」と

あるだけです。これではお医者がα波に興味を
持てないのは仕方がないのです。

たとえば記憶力世界一だった友寄英哲氏が
覚えている円周率を回想しているときの脳波は
9Hzのミッドα波が強かったし、永世棋聖の米
長邦雄氏が詰め将棋の棋譜を思い浮かべてい
るときの脳波は10 .1Hzのミッドα波が強かっ
た事実があります。それゆえ、α波をもっと研
究してα波の強化法を確立すれば、今問題にし
ている認知症の予防や回復に役立つはずなの
です。

ところで能力を発揮しているときの脳波を測
る場合は医療器具である臨床脳波計は不向き
です。装置が大型でたくさんの電極を装着する
必要があるので被験者にとっては心理的影響
があります。またα波が出ているのかどうかリ
アルタイムでは分かりません。

そこで、能力発揮している現場でも計測可
能にするために小型で必要最小限の電極数2ch
にして、α波が出ると音などのフィードバック
信号で知らせる機能があるものが便利です。
脳力開発研究所では小型で携帯可能なバイオ
フィードバック装置を提供していますのでお問
い合わせください。

http://www.alphacom.co.jp/

測定方法に注意！
臨床脳波計はあくまでも臨床に使用するため

のものですから脳の異常部位を見つけるために
便利にできています。それゆえ電極の数が16
～32chと多く、電極間の信号の違いを見つけ
やすいように双極誘導法（図1）が採用されてい
ます。しかし脳全体の働きを評価するためには
単極誘導法（図2）でなければなりません。
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